
⽇本財団ウクライナ避難⺠⽀援
アンケート結果



アンケート結果︓概要

男⼥⽐ 年代

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓1,077人

10代
9.3%

20代
35.5%

30代
15.4%

40代
12.7%

50代
8.4%

60代
12.3%

70代
5.7%

80代
0.8%

⼥性

81.1%

男性

18.9%

※アンケート回答者の男⼥⽐。⽇本財団の⽀援対象者の
男⼥⽐は男性︓25％、⼥性75％



アンケート結果︓住宅

どのような家に住んでいるか 家賃を払っているか

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓1,077人

公営住宅

53.4%

保証人の家に

同居 10.9%

⺠間賃貸住宅 12.7%

⼤学の寮

14.7%

その他 4.5%

企業の寮 2.1% 保証人以外の家に同居

1.7%

払っていない
（無料）
82.8%

払っている
（有料）
17.2%



42.8%

39.4%

17.8%
仕事を探しており、⽇本語教育、職

業訓練を受けている

仕事を探していない

仕事を探しているが、⽇本語教育、

職業訓練を受けていない

働いていない

57.5%

働いている

42.5%

アンケート結果︓就労

働いているか 働き方

働いていない場合の状況

80.8%

19.2%

パートタイム

フルタイム

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓1,077人



アンケート結果︓⾔語

⽇本語が話せるか

ほとんど話ができず、
⽇本語が聞き取れない

41.8%

少し話ができ、
簡単な⽇本語のみ聞き取れる

38.9%

話ができ、

⽇常生活の⽇本語は聞き取れる

13.8%

とても話ができ、
難しい内容も聞き取れる

5.5%

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓ 1,077人



アンケート結果︓⾝元保証人

困ったときに相談できる存在（複数回答）身元保証人にサポートする余裕があるか

はい、間違いなく

43.0%

はい、しかし短時間です

26.5%

分かりません

16.2%

いいえ、難しいと思います

14.3%

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓ 1,077人

87.1%

49.3%

44.8%

40.1%

29.2%

20.1%

8.4%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身元保証人

身元保証人以外のウクライナ人

自治体

身元保証人以外の⽇本人

学校・⼤学

NPO

企業

いない



アンケート結果︓受けている⽀援

給付⾦、⽣活物資の提供以外で、受けている⽀援は何ですか。

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓ 1,077人

61.2%

44.8%

37.2%

35.7%

35.2%

34.1%

31.3%

27.1%

24.6%

18.4%

12.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公的住宅の提供

⽇本語教育

ウクライナ人同士の仲間づくり

福祉、介護、医療等の⽀援

地域の⽀援団体、⽀援希望者とのマッチング

⽇本人の仲間づくり

⽣活相談ができる窓口

言語のサポート（通訳、翻訳機の貸出など）

遊び、観光

仕事の紹介、職業訓練

精神的サポート



アンケート結果︓必要な⽀援

給付⾦、⽣活物資の提供以外で、必要な⽀援は何ですか。

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓ 1,077人

45.3%

40.2%

36.1%

36.1%

30.0%

29.1%

24.4%

23.6%

22.6%

22.5%

9.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

遊び、観光

仕事の紹介、職業訓練

地域の⽀援団体、⽀援希望者とのマッチング

⽇本人の仲間づくり

⽇本語教育

福祉、介護、医療等の⽀援

ウクライナ人同士の仲間づくり

精神的サポート

言語のサポート（通訳、翻訳機の貸出など）

⽣活相談ができる窓口

公的住宅の提供



アンケート結果︓本人の状態

ここ2週間の状況であてはまるもの

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓ 1,077人

42.9%

40.5%

38.5%

30.2%

51.2%

44.8%

36.5%

38.3%

43.8%

31.2%

10.3%

15.0%

14.4%

18.0%

13.3%

1.9%

8.0%

8.8%

8.0%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体調を崩している

孤独を感じる

物事に集中できない

眠れないことがある

食欲がない／
食べ過ぎることがある

体験しなかった

ときどきあった

⽐較的多くあった

ほとんど毎⽇あった



アンケート結果︓⽇本を選んだ理由

⽇本を選定した動機について、それぞれ動機の強さを教えてください。

90.5%

80.3%

79.1%

69.1%

47.7%

42.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽇本への憧れ

⽀援⾦が充実している

（⽇本財団による１人100万円／年）

⽀援サービスが充実している

（言語教育、就労等）

⽀援⾦が充実している

（団体・学校・自治体による⽀援）

知り合いが⽇本にいた

家族・親戚が⽇本にいた

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓ 1,077人



ウクライナの状況が落ち着くまでは、
しばらく⽇本に滞在したい

39.4%

できるだけ⻑く⽇本に滞在したい
33.1%

⽇本の環境によって判断したい
（⽇本での⽀援の有無や、家族呼び寄せの可否など）

18.7%

未定、わからない
5.6%

なるべく早く帰国したい
2.7%

別の国に移動したい
0.6%

アンケート結果︓帰国意思

帰国の意思、希望を教えてください。

アンケート対象︓⽇本財団の⽀援を受けている18歳以上のウクライナ避難⺠
アンケート収集数︓ 1,077人



アンケート結果︓コメント抜粋

日本語が分からなかったので、最初は大変でした。でも今では日本での生活について多くのことを理解できるようになりました。また、
14 歳の娘は学校で勉強するのが大好きで、たくさんの友達がいます。私の娘は日本でとても幸せです。（⼥性／40代／東京）

世界で最も優れた経済圏の 1 つである国で勉強する機会が得られたことを非常に嬉しく思います。習得した知識をウクライナの経済の再
建と発展に投資したいと考えています。（⼥性／20代／東京）

私は⽇本に住むことができてとても幸せです。もちろん、戦争は私の人生と私の状態に大きな影響を与えました。時々気分が悪くなりま
すが、それでもここに住んでいることは私の人⽣に起こった最高のことです! （⼥性／20代／京都）

⽇本はこの困難な状況で私たちを大いに助けてくれました。誰もが私たちにとても親切です。住⺠はウクライナの困難な状況を理解して
いるので、私たちにくつろいでほしいと思っており、それをうまくやっています。ウクライナの状況が⻑引けば、⽇本社会の⼀員とし
て、責任を持って⽴派に担ぎたいと思っています。（男性／20代／岐阜）

私の⽇常⽣活と⽇本語学習への⽀援と参加にとても感謝しています。（⼥性／50代／東京）

このような困難な時期に私たちを助けてくれた⽇本にどれほど感謝しているか、⾔葉では⾔い尽くせません。⽇本のような援助はほとん
どないことを誰もが理解しています。⽇本人の優しさをいつまでも忘れません。（⼥性／20代／奈良）

戦争のない平和な⽣活、経済的および医療的⽀援、⽇本語を学び、フレンドリーで繊細な人々とのコミュニケーションの機会、私が住ん
でいる美しい街を楽しむ機会、そして私が住んでいる美しい街を楽しむ機会を与えてくれた⽇本にとても感謝しています。
（⼥性／60代／兵庫）

決まっていないことや分からないこと、まだ判断できないことがいっぱいあるので不安もありますが、⽇本への感謝を込めて、いただい
た優しさとサポートをシェアしながら、熱心に仕事したり、勉強したり、⽇本語と⽇本の文化について新しいことを学んだりし続けたい
です。（⼥性／30代／⿅児島）
※ウクライナ語の回答には自動翻訳を使用



アンケート結果︓コメント抜粋（課題）

⽇本語は理解することも学ぶことも非常に難しいため、コミュニケーションには⼀定の困難があります。（男性／30代／千葉）

子どもたちの教育でとても悩んでいます。⽇本の学校に十分慣れたか、また⽇本で進学ができるかどうか等、とても心配しています。加え
て、子どもたちにストレスが溜まっているのではないかという点も心配の要因になっています。（⼥性／40代／大阪）

最近は受験や来年の教育機関への⼊学など、不安やストレスが⼤きくなっています。（⼥性／20代／東京）

保証人なしでビザを延⻑することは困難です。特に学校で勉強するために、ネイティブスピーカーだけで子どもたちのために⽇本語をゼロ
から学ぶことは現実的ではありません。（⼥性／40代／⿅児島）

卒業証書や運転免許証が認められないことは納得できません。ウクライナ人に対する⽇本人の非常に強⼒な⽀援にもかかわらず、私たちは
まだ平等に教育を受け、資格のある人々として認識されていません。（⼥性／40代／大阪）

私が住んでいるのは他の国からの外国人もウクライナ人もいない人⼝密度の低い都市のため、外国人のための仕事と学業を両⽴させること
ができず、同年代の人もいません。ウクライナ人が主催するイベントに参加する機会がなく、友人やサポートを⾒つける機会もありませ
ん。（⼥性／20代／茨城）

就職して働きたいのですが、子どもを預ける人がいない上に、娘が粉ミルクを飲みません。幼稚園もお⾦がかかります。
（⼥性／30代／神奈川）

会社員として全⼒で頑張って、⽇本社会に貢献しようとしていますが、外国人として役に⽴てていないという思いが消えません。自分の居
場所はどこにあるかわからないです。（⼥性／20代／東京）

※ウクライナ語の回答には自動翻訳を使用


